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家族会の役割

【1】ギャンブル依存症問題を抱える家族に対して相談にのり、
必要な支援を継続的に行う

【2】医療・行政・弁護士等にギャンブル依存症の理解を促し、
連携を強化する

【3】法律の運用がギャンブル依存症者とその家族に対し、
そぐわない場合に、要望や提言を行う

【4】啓発活動



1.相談・支援について

全国ギャンブル依存症家族の会 東

京 初参加者数

10384 174 255



インターネット（ホームページ、YouTube、Xなど） 724

テレビ・新聞・雑誌 36

病院・クリニックからの紹介 197

精神保健福祉センターからの紹介 64

家族・親族および友人・知人からの紹介 176

保健所からの紹介 21

回復施設からの紹介 4

「公益社団法人ギャンブル依存症問題を考える会」の相談電話・相談会からの紹介 35

他、行政からの紹介 50

その他 112

1.相談・支援について
Q) 家族会をどこから紹介されましたか？（複数回答有り）

※2年前より行政からの紹介が増えている。さらに連携を強化していきたい



2.連携促進について

病院

家族

相談

必要な機関へ家族を繋ぎ交渉

弁護士

司法書士
行政 警察クリニック

家族会

・ピアサポート 
・フェローシップ

・情報提供

・債務整理 
・刑事事件

【アドバイザー】 
ギャンブル 依存
症問題を 考える

会

・精神保健福祉センター ・自傷他害の恐れ

・生活保護 
・児童手当
・子育て支援など 

・失踪 ・闇
金対応 ・家
庭内暴力



2. 連携促進について：事例1
・当事者は当時大学生の息子

・大学生のころギャンブルの問題が分かり母親が精神保健福祉センターで相談したところ、

「息子さんはギャンブル依存症ではないと思う。」と言われて民間団体を紹介される。2回

ほど通ったが、ギャンブルの問題が改善すると思えず通わなくなる

・息子はギャンブル依存症ではないかと思っていた母親が、自分で調べて久里浜病院を受診

し、ギャンブル依存症の自助グループを勧められて母親が家族会につながる

・家族会、公益社団法人ギャンブル依存症問題を考える会の連携により、友人への借金で困

っていた当事者の借金問題を解決する代わりに回復施設へ入寮する

・入寮後9か月で施設を飛び出す

・2年後、母親のもとにお金に困り、自殺をほのめかす連絡があり、家族会メンバー、考え

る会の支援のもと再度、山梨県の回復施設に入寮する

・昨年の5月に回復施設を卒寮し、そのまま山梨県にて働き、生計を立てている

・今年のお正月には母親に「あけましておめでとう」とあいさつの連絡あり。現在も回復を

続けている

回復の遅れから当事者は大学を卒業することができなかった。
⇒行政機関との連携強化が回復へのカギ



2. 連携促進について：事例2
・当事者は夫。結婚してから一度も生活費を一切払わない。子ども2人有り

・夫はギャンブルの問題以外にも薬物の問題あり

・妻と子供が逃げられないように部屋に閉じ込める、包丁を持ち「みんなで死ぬか！」

とおどして子供の前で包丁をまな板に突き刺すなど危険な行為があったため、別居。

・家族会のメンバーの支援により、夫に知られないように他県から東京都に引っ越し

・DV支援措置の対応を求めるため家族会メンバーが同行して警察署へ行くも、身体的

DVがなければ支援措置、もしものときの110番登録はできないと突き放される

家族会メンバーが「幼い子供2人を抱えてもしもの時はどう責任を取ってくれるんです

か！」と食い下がり、帰宅後に警察から「110番登録と支援措置をします」と電話あり

・夫との離婚について、家族会メンバーと相談しながら対応している

家族支援は当事者対応を学ぶだけではありません。

むしろ環境調整や行政、支援者、役所などへの交渉こそが困難なのです。

家族だけでは対応できません。

経験豊富な心強い仲間が必要です。



3.行政への要望や提言について

昨年のギャンブル等依存症問題啓発週間に福祉

局との連携により毎日相談会が開かれました。

この相談会の開催を決まった期間だけでなく

切れ間なく開催することが必要と考えています

。

次年度は毎月東京都主催での相談会の開催を

希望します。



4.啓発活動

スマートフォンの普及によりギャンブ
ル依存症の若年化が問題となっていま
す。
ギャンブル依存症という病気の正しい
知識を早いうちから伝えていくことが
大切だと感じていますが、民間団体の
私たちの力だけでは教育現場全体に予
防教育を徹底できない現実があります
。

子どもたちをまもるため、都が主導し
て、高校卒業までにギャンブル依存症
の予防教育を徹底してください。



ご清聴ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

